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（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）の決算を行いました。ここに運用状況をご報告申し上げ

ます。今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
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お知らせ 

当期中には、約款の内容または運用体制等、ファンドについて重要な変更はありませんでした。 

 



 

 

 

ファンドの仕組みは次の通りです。 

ファンドの形態 ルクセンブルグ籍オープンエンド契約型外国投資信託 

信託期間 ファンド運用開始日は平成12年３月17日、存続期間は無期限です。 

繰上償還 

管理会社の決定により、いつでも解散することができます。 

ルクセンブルグ法に規定のある場合にも、ファンドは解散されることがあります。 

純資産価額が1,000万米ドルを下回った場合、管理会社はファンドの解散を検討します。 

運用方針 

ＡＨＬ分散投資プログラムおよび場合により投資運用会社によって選定される複数の独立し

た運用者の運用するその他の先物戦略に直接的または間接的に投資するか、または投資運用

会社の運用する投資信託に投資することにより、受益証券の価額に反映されるおよび／また

は分配金支払いを通じての中期的な確固とした成長を達成することにあります。 

ファンドの運用方法 

ＡＨＬ分散投資プログラムおよび場合により投資運用会社によって選定される複数の独立し

た運用者の運用するその他の先物戦略に直接的または間接的に投資するか、または投資運用

会社の運用する投資信託に投資することにより運用します。 

主要投資対象 

(ⅰ) 運用者の運用する投資信託、(ⅱ) ＡＨＬ分散投資プログラムおよび場合により投資運

用会社によって選定される複数の独立した運用者の運用するその他の先物戦略、(ⅲ) OECD

加盟国の政府により、または公的国際機関により発行される有価証券、(ⅳ) 現金、一流の

金融機関（保管受託銀行も含まれます。）への要求払預金・定期預金、短期もしくは中期の

債券および一流の金融機関の発行する譲渡性預金証書・コマーシャルペーパーから構成され

る短期金融商品、および企業が発行する債券および手形（ただし、期間、相手方等の十分な

分散投資が保証され、現金で保有の純資産価額の最大20％までを一つの相手方に預金できま

す。）、ならびに／または (ⅴ) マネー・マーケット・ファンドの受益証券／投資証券（こ

れらの有価証券、証書、預金および受益証券はすべて米ドル建てとします。） 

主な投資制限 

・純資産価額の10％を超えて借入を行いません。 

・原則として、ファンドの純資産価額の10％を超えて同一発行体の対象有価証券へ投資する

ことはできません。 

・原則として、同一の発行体により発行される同一種類の対象有価証券の20％を超えて当該

発行体の対象有価証券に投資することはできません。 

・空売りに起因するファンドの契約の合計額は常に、ファンドの純資産価額の50％を超える

ことはできません。 

・第三者に対し貸付を行うことはできません。 

・原則として、公認の証券取引所または規制市場で取引されていない対象有価証券に対し純

資産価額の15％を超えて投資することはできません。 

・私募株式、不動産または未上場の株式であって流動性に欠ける証券にファンドの純資産価

額の15％を超えて投資することはできません。 

・他の発行体の対象有価証券を引受けることはできません。 

・ファンドによる他の投資信託の受益証券／投資証券の保有額が純資産価額の50％を超える

ような投資をすることはできません。 

・単一の投資信託により発行された受益証券／投資証券の20％を超えて取得すること、およ

び単一の投資信託にファンドの純資産価額の30％を超えて投資することはできません。 

・ファンドが投資信託に、合計でその純資産総額の50％を超えて投資することはできません。 

・現金、要求払預金および定期預金は常に、ファンドの純資産価額の50％以下を占めるもの

とします。現金保有の純資産価額の最大20％までを単一の相手方へ預金することができます。 

・対象有価証券、マネー・マーケット・ファンドの受益証券／投資証券およびその他の投資

信託の受益証券／投資証券ならびにそれらに係るオプションは常に、それらに個別に適用

される上記投資制限に従い、ファンドの純資産価額の50％以上を占めるものとします。 

分配方針 

毎年、各会計年度のファンドの資産の新規の純利益（以前の会計年度における損失（もしあ

れば）控除後）の50％以下の金額を分配することができます。ただし、ファンドは第２会計

年度（2001年４月－2002年３月）以降分配を行っておりません。 

分配金支払の結果、純資産価額が1,250,000ユーロ相当の米ドル金額を下回ることとなるよ

うな場合には分配を行うことができません。 
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Ⅰ．当期の運用の経過等 
 

(1）当期の運用の経過および今後の運用方針 
 

■１口当り純資産価格等の推移 
 

 

 

当期中における各月末の純資産の推移は、以下の通りです。 

 純資産総額 １口当り純資産価格 

 千米ドル 百万円 米ドル 円 

（第21期末）2021年３月末日 38,204 5,143 306.9385 41,317 

４月末日 39,593 5,330 318.6458 42,893 

５月末日 40,511 5,453 326.7864 43,989 

６月末日 39,297 5,290 319.2735 42,977 

７月末日 39,504 5,318 322.7601 43,447 

８月末日 39,883 5,369 323.2097 43,507 

９月末日 39,280 5,287 311.7452 41,964 

10月末日 41,261 5,554 326.7310 43,981 

11月末日 39,037 5,255 309.8580 41,710 

12月末日 38,734 5,214 305.2538 41,090 

2022年１月末日 38,323 5,159 303.2343 40,818 

２月末日 39,164 5,272 310.4403 41,788 

（第22期末）2022年３月末日 43,902 5,910 334.3532 45,007 

（注）米ドルの円貨換算は、2022年７月29日現在の株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相

場の仲値（１米ドル＝134.61円）によります。以下同じです。 
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■１口当り純資産価格の主な変動要因 
 純資産価額の変動に影響した主な要因には、純資産価額を大幅に上昇させた債券およびコモディ

ティ・セクターがありますが、株式、為替および信用セクターの損失が利益の一部を相殺しました。 

 

■投資環境について 
 投資環境につきましては、下記「ファンドのポートフォリオ」の記載を御参照下さい。 

 

■ポートフォリオについて 
 ファンドは、株式、為替および信用セクターの損失により一部相殺されたものの、コモディティおよ

び債券セクターからの利益により8.93％の利益をあげました。 

 ファンドは、ロシアのウクライナ侵攻による地政学的緊張から原油価格が上昇しまたインフレ予測の

高まりからガス価格も上昇を続けたことにより、米国の天然ガスを筆頭に、エネルギー・セクターのほ

ぼ全ての市場でロング・ポジションによる利益を得ました。農産物の取引では主として南米の干ばつに

対する懸念から価格が上昇した大豆とトウモロコシが最も利益を上げました。アルミニウムやニッケル

などの卑金属からも供給不足を背景とした大幅な価格上昇から利益を得ました。金利先物、米国債およ

びチェコ・スワップのショート・ポジションから利益を得たことにより、当期中、債券取引はプラスで

終了しました。インフレの急上昇は中央銀行が早期かつ迅速な利上げを支持する方向に向きを変えさせ

ましたが、ドイツ債券のショート・ポジションは利益を失いました。株式の取引は動きがまちまちでし

たが最終的に損失を計上した一方、信用セクターはフラットでした。2021年には積極的なロング・ポジ

ショニングが利益を生みましたが、新年には方向転換し、弱気市場の背景の中で苦戦しました。当期中、

欧州の銀行、日経平均および東証株価指数でのロング・エクスポージャーは損失を計上しましたが、他

方で欧州の小売業のショート・ポジションは好調でした。為替取引は損失を蒙りました。最も運用成績

が悪かったのは、スイス・フランのショート・ポジションとメキシコ・ペソのロング・ポジションでし

た。 

 

■ベンチマークとの差異 
 ファンドは、運用の目標となるベンチマークに連動して運用、またはそれを上回る運用を目指すもの

ではありません。したがって、ファンドはベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

■今後の運用方針 

 ファンドは引続き投資目的に沿い、市場および戦略の分散の重視によって、確固とした中期的な元本

の成長を目的とします。 
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(2）費用の明細 

 

項目 金額または料率 役務の概要 

管理会社報酬 各四半期中の毎週の純資産価額の平均の 

年率0.15％（年間最低40,000米ドル） 

約款に従ったファンドの管理および運営業

務の対価 

投資運用報酬 

および成功報酬 

投資運用報酬は、投資運用会社および運

用助言者それぞれに配分された資産の想

定評価額に対し最初の258,115口分までは

年率３％、258,115口を上回る分には年率

２％ 

成功報酬はそれぞれの新規の純利益の20％ 

ファンドのポートフォリオ運用業務に対す

る対価 

ブローカー手数料 投資エクスポージャーの年率0.7％を上限

とした金額 

紹介ブローカーに支払われる紹介ブロー

カー手数料、資金調達に掛かる金利および

それに関する報酬を含む、売買取引に伴う

すべての費用および仲介手数料 

代行協会員報酬 各暦四半期中の平均純資産価額の 

年率0.25％ 

ファンドのために行う日本証券業協会が定

める代行協会員業務に対する対価 

保管・管理事務代行 

報酬 

各四半期中の平均純資産価額の 

年率0.33％（年間最低61,000米ドル） 

ファンドの全ての財産の保管、ファンドの

管理事務ならびに受益証券の発行、買戻

し、登録、名義書換および純資産価格の算

定等の業務に対する対価 

専門家報酬（当期）（注） 当期末の純資産価額の0.09％の金額 ファンドの公認法定監査人への報酬等、お

よび管理会社が受益者の利益のために行為

する際に負担した弁護士報酬等 

その他費用・手数料 

（当期）（注） 

当期末の純資産価額の0.21％の金額 公租公課、銀行取引手数料、券面印刷費、

開示書類（有価証券届出書および目論見書

等を含みます。）、報告書等の作成、提

出、印刷、配布費用、公告費用等 

（注）「専門家報酬（当期）」および「その他費用・手数料（当期）」（支払当座貸越利息、年次税およびその他手数料を含みま

す。）には運用状況等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期の専門家報酬およびその他費用・手数

料の金額をそれぞれファンドの当期末の純資産価額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 
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Ⅱ．直近10計算期間における運用状況の推移 
 

(1）純資産等の推移 
 下記各会計年度末における純資産の推移は、以下の通りです。 

 
純資産総額 １口当りの純資産価格 

千米ドル 百万円 米ドル 円 

第13会計年度末 
（2013年３月末日） 

146,421 19,710 231.9237 31,219 

第14会計年度末 
（2014年３月末日） 

83,011 11,174 209.6172 28,217 

第15会計年度末 
（2015年３月末日） 

79,862 10,750 301.4779 40,582 

第16会計年度末 
（2016年３月末日） 

70,046 9,429 284.7896 38,336 

第17会計年度末 
（2017年３月末日） 

59,119 7,958 244.0332 32,849 

第18会計年度末 
（2018年３月末日） 

52,742 7,100 244.4298 32,903 

第19会計年度末 
（2019年３月末日） 

43,626 5,872 251.6740 33,878 

第20会計年度末 
（2020年３月末日） 

43,264 5,824 293.3983 39,494 

第21会計年度末 
（2021年３月末日） 

38,204 5,143 306.9385 41,317 

第22会計年度末 
（2022年３月末日） 

43,902 5,910 334.3532 45,007 
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＜参考情報＞ 

■純資産の推移 

 2012年８月から2022年７月までの10年間における各月末日または最終評価日
（注）

の受益証券１口当

り純資産価格および純資産総額の推移は以下のとおりです。 

 
 

 
（注）評価日は原則として毎週月曜日であるため、上記グラフの各月の金額は、会計年度末および半期

の決算月である３月および９月を除き、その月の末日が月曜日かつファンド営業日である場合は

当該末日の、また末日が月曜日以外の場合はその月の最終評価日に算出され当該末日現在有効な

金額が表示されています。 

３月および９月については、原則上の評価日ではなく末日付けで算出された金額が表示されてい

ます。 

 

(2）分配の推移 
 ファンドは、第２会計年度（2002年３月31日終了）以降第22会計年度まで分配を行っておりま

せん。 
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(3）騰落率の推移 

 
 収益率（％） 

第13会計年度 2.65 

第14会計年度 －9.62 

第15会計年度 43.82 

第16会計年度 －5.54 

第17会計年度 －14.31 

第18会計年度 0.16 

第19会計年度 2.96 

第20会計年度 16.58 

第21会計年度 4.61 

第22会計年度 8.93 

（注）収益率（％）＝100×（ａ－ｂ）／ｂ 

ａ＝ 計算期間末の受益証券１口当り純資産価格（当該計算期間の分配金の合計額を加えた額）（税引

前） 

ｂ＝ 当該計算期間の直前の計算期間末の受益証券１口当り純資産価格（分配落の額）（税引前） 

 

 



－  － 

 

 

7

(4）受益証券の販売および買戻しの実績 
 下記会計年度中における販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末日現在の発行済口数

は次のとおりである。 

       

 販売口数 
本邦内に 
おける 
販売口数 

買戻し口
数 

本邦内に 
おける 
買戻し口
数 

発行済口
数 

本邦内に 
おける 
発行済口
数 

第13会計年度 
(12/４/１－13/３/31) 

12,177 12,177 202,480 202,480 631,332 631,332 

第14会計年度 
(13/４/１－14/３/31) 

917 917 236,236 236,236 396,013 396,013 

第15会計年度 
(14/４/１－15/３/31) 

5,046 5,046 136,159 136,159 264,900 264,900 

第16会計年度 
(15/４/１－16/３/31) 

12,350 12,350 31,294 31,294 245,956 245,956 

第17会計年度 
(16/４/１－17/３/31) 

13,057 13,057 16,757 16,757 242,256 242,256 

第18会計年度 
(17/４/１－18/３/31) 

1,340 1,340 27,819 27,819 215,777 215,777 

第19会計年度 

(18/４/１－19/３/31) 
1,150 1,150 43,585 43,585 173,342 173,342 

第20会計年度 

(19/４/１－20/３/31) 
2,322 2,322 28,205 28,205 147,459 147,459 

第21会計年度 

(20/４/１－21/３/31) 
2,271 2,271 25,262 25,262 124,468 124,468 

第22会計年度 
(21/４/１－22/３/31) 

16,597 16,597 9,761 9,761 131,304 131,304 
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＜参考情報＞ 
ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

下記のグラフは、ファンドの投資リスクをご理解いただくための情報の一つとしてご利用ください。 
 

 ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、2017年１月～2021

年12月の５年間における代表的な資産クラスの指数の各月末の年間騰落率、および同期間におけるファ

ンドの基準価額の年間騰落率の平均、最大、最小値を表示しています。 

 下記のグラフは、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものです。 

 左のグラフは、ファンドの過去５年間における各月末の年間騰落率（各月末の１口当り純資産価格＊

と当該各月末の１年前の１口当り純資産価格＊を対比して騰落率を算出）および１口当り純資産価格＊

の推移を表示しています。また右のグラフは、過去５年間における代表的な資産クラスの指数の各月末

の年間騰落率（各月末の指数と当該各月末の１年前の指数を対比して騰落率を算出）、および同期間に

おけるファンドの上記各月末の年間騰落率の平均、最大、最小値を表示しています。 
（＊）ファンドは第２会計年度（2001年４月～2002年３月）以降分配を行っていないため、１口当り純資産価格の値を

用いております。 
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資産クラス 指数名 著作権等 

日本株 配当込みＴＯＰＩＸ 配当込みＴＯＰＩＸとは、東京証券取引所市場第一部に上場する内国普通株式全
銘柄を対象として算出した指数（ＴＯＰＩＸ）に現金配当による権利落ちの修正
を加えた株価指数です。東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引
所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の商
標又は標章に関するすべての権利は㈱東京証券取引所が有しています。 

先進国株 Ｓ＆Ｐ先進国大中型株指数 
（除く日本、韓国、米ドル建
て） 
（配当込み） 

Ｓ＆Ｐ先進国大中型株指数は、規則に基づく広範な指数であり、世界の先進国株
式市場のパフォーマンスを測定します。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョーンズ・イン
デックスの商品であり、著作権、この指数の知的財産その他一切の権利は同社に
帰属します。 

新興国株 Ｓ＆Ｐ新興国総合指数 
（配当込み、米ドルベース） 

Ｓ＆Ｐ新興国総合指数は、規則に基づく広範な指数であり、世界の新興国株式市
場のパフォーマンスを測定します。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデッ
クスの商品であり、著作権、この指数の知的財産その他一切の権利は同社に帰属
します。 

日本国債 FTSE日本国債インデックス 
 
 

FTSE日本国債インデックスは日本の国債の債券インデックスであり、FTSE世界国
債インデックス（除く日本、円ベース）は、日本を除く世界主要国の国債の債券
インデックスであり、FTSE新興国市場国債インデックス（円ベース）は、主要新
興国の国債の債券インデックスです。上記３つのインデックスともFTSE Fixed 
Income LLCにより運営されているものです。同インデックスのデータは、情報提
供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性およ
び完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負い
ません。同インデックスに対する著作権等の知的財産権その他一切の権利はFTSE 
Fixed Income LLCに帰属します。 

先進国債 FTSE世界国債インデックス 
（除く日本、円ベース） 
 

新興国債 FTSE新興国市場国債インデッ
クス（円ベース） 

（注）海外の指数のうち先進国債および新興国債の指数は為替ヘッジをしないこととして、当該指数会社の提供する円
ベース指数を使用しており、先進国株および新興国株の指数は米ドルベースを使用しております。 

 
上記の参考情報は、あくまで過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。 
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Ⅲ．純資産額計算書 

 
  （2022年３月31日現在）

 米ドル 
千円 

（Ⅴを除く） 

Ⅰ 資産総額 44,709,751.55 6,018,379.66 

Ⅱ 負債総額 (807,834.90) (108,742.66) 

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 43,901,916.65 5,909,637.00 

Ⅳ 発行済口数 131,304口 

Ⅴ １単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 334.3532 45,007 
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Ⅳ．投資対象 

 

■資産別の投資状況 
 （2022年３月31日現在）

資産の種類 
時価合計 
（米ドル） 

投資比率 
（％） 

債券 18,954,462.00 43.18 

投資信託 21,364,827.14 48.66 

現金・預金・その他の資産（負債控除後） 3,582,627.51 12.70 

合計 
（純資産価額） 

43,901,916.65 
（5,910百万円） 

100.00 

（注）投資比率とは、ファンドの純資産価額に対する当該資産の時価の比率をいいます。 

 

 

■組入資産の内容 
ファンドは主に以下の７つの有価証券に投資しています。 

資産の種類 銘柄名 組入比率 

債券 2022年６月16日満期ゼロ・クーポン米国財務省証券 7.97％ 

 2022年６月23日満期ゼロ・クーポン米国財務省証券 7.96％ 

 2022年７月14日満期ゼロ・クーポン米国財務省証券 9.10％ 

 2022年８月25日満期ゼロ・クーポン米国財務省証券 9.08％ 

 2022年９月15日満期ゼロ・クーポン米国財務省証券 9.07％ 

投資信託 ＡＨＬ・インスティチュショナル・シリーズ３リミテッド 31.62％ 

 ＡＨＬ・エボリュション・リミテッド 17.04％ 

（注）組入比率は純資産価額に対する各組入資産の評価額の割合です。 

 
 

■資産別配分 
 

 

 

 本報告で示された数値は過去における実績であり、必ずしも将来のパフォーマンスを示すものでは

ありません。 
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Ⅴ．ファンドの経理状況 
 

ａ．ファンドの第22会計年度の日本文の財務書類は、ルクセンブルグにおける法令に準拠して作成

された原文の財務書類を翻訳したものです。これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣

府令」に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第131条第５項ただし

書の規定の適用によるものです。 

 

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、ファンドの本国における公認法定監査人であり、外国監査法人

等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条の３第７項に規定する外国監査法人等をい

う。）であるプライスウォーターハウスクーパース・ソシエテ・コーペラティブから監査証明に

相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相当すると認められる証明に係る監査

報告書に相当するもの（訳文を含む。）が当該財務書類に添付されています。 

 

ｃ．ファンドの原文の財務書類は米ドルで表示されています。日本文の財務書類には、主要な金額

について円換算額が併記されています。日本円による金額は、2022年７月29日現在における株式

会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝134.61円）で換算されています。 

なお、千円未満の金額は四捨五入されています。 
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マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

 

監査報告書 

 

マン・ＡＨＬ・マイルストーンの受益者各位 

 

我々の意見 

 

 我々の意見では、添付の財務書類は、財務書類の作成および表示に関するルクセンブルグの法令の要

件に従い、マン・ＡＨＬ・マイルストーン（以下「ファンド」という。）の2022年３月31日現在の財政

状態ならびに同日に終了した年度の運用実績および純資産の変動を真実かつ公正に表示している。 

 

我々の監査対象 

 

ファンドの財務書類は以下により構成される。 

・ 2022年３月31日現在の純資産計算書 

・ 同日に終了した年度の損益計算書 

・ 同日に終了した年度の純資産変動計算書 

・ 2022年３月31日現在の投資有価証券およびその他の純資産明細表 

・ 重要な会計方針の要約を含む財務書類に対する注記 

 

意見の根拠 

 

我々は、監査の職業に関する2016年７月23日付の法律（以下「2016年７月23日法」という。）および

金融監督委員会（Commission de Surveillance du Secteur Financier、以下「ＣＳＳＦ」という。）

によりルクセンブルグ向けに採用された国際監査基準（以下「ＩＳＡｓ」という。）に準拠して我々の

監査を実施した。2016年７月23日法およびＣＳＳＦによりルクセンブルグ向けに採用されたＩＳＡｓに

基づく我々の責任は、我々の報告書の「財務書類の監査に関する「承認された法定監査人」の責任」に

さらに記載されている。 

 

我々は、我々が入手した監査証拠が我々の意見の基礎を提供するために充分かつ適切なものであると

確信している。 

 

ＣＳＳＦがルクセンブルグ向けに採用し、国際会計士倫理基準審議会により発行され、国際独立性基

準を含む職業会計士の国際倫理規程（以下「ＩＥＳＢＡ規定」という。）および財務書類に対する我々

の監査に関連する倫理的要件に従い、我々はファンドから独立した立場にある。我々は、そうした倫理

的要件に基づくその他の倫理的責任を充足している。 

 

その他の情報 

 

管理会社の取締役会は、その他の情報に責任を有する。その他の情報は、年次報告書に記載されている

情報で構成されるが、財務書類およびそれに関する我々の監査報告書を含まない。 

 

財務書類に対する我々の意見はその他の情報をその対象とはせず、我々はそれに関する結論の保証を
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いかなる形式でも表明しない。 

 

財務書類に対する我々の監査に関連して、我々の責任は、上記に特定されたその他の情報を読み、そ

うすることにより、その他の情報と財務書類もしくは我々が監査において入手した知識との間に重大な

矛盾があるか、または他の点で重大な虚偽表示があると思われるか否かにつき検討を行うことである。

我々が遂行した作業に基づき、このその他の情報に重大な虚偽表示があるとの結論に達した場合、我々

はこの事実を報告する義務がある。我々には、これに関し報告すべき事項はない。 

 

財務書類に対する管理会社の取締役会の責任 

 

管理会社の取締役会は、財務書類の作成および表示に関連したルクセンブルグの法令の要件に従った

当該財務書類の作成および公正な表示に対する責任、ならびに詐欺によるか錯誤によるかにかかわらず、

重大な虚偽表示がない財務書類の作成を可能とするために必要であると管理会社の取締役会が決定する

内部統制に責任を有する。 

 

管理会社の取締役会がファンドの清算もしくは運営の停止を意図しているかまたはそうする以外に現

実的な選択肢がない場合を除き、財務書類の作成において、管理会社の取締役会は、ファンドが継続企

業として存続する能力の査定、（場合により）継続企業に関連した事項の開示、および継続企業の会計

基準の使用につき責任を負う。 

 

財務書類の監査に関する「承認された法定監査人」の責任 

 

 我々の監査の目的は、詐欺によるか錯誤によるかにかかわらず、財務書類に全体として重大な虚偽表

示がないか否かにつき合理的な確信を得ること、および我々の意見を含む監査報告書を発行することで

ある。合理的な確信は高い水準の確信であるが、2016年７月23日法およびＣＳＳＦによりルクセンブル

グのために採用されたＩＳＡｓに従って実施された監査は、重大な虚偽表示が存在する場合には常にそ

れを検出するという保証ではない。虚偽表示は詐欺または錯誤により発生する可能性があり、個別にま

たは全体として、その財務書類を根拠として利用者の経済的決定に影響を及ぼすことが合理的に予想さ

れる場合、当該虚偽表示は重大であると看做される。 

 

2016年７月23日法およびＣＳＳＦがルクセンブルグ向けに採用したＩＳＡｓに従った監査の一部とし

て、我々は、監査の間中、職業上の判断を行い、職業的な懐疑主義を維持する。 

 

我々はまた、 

 

・ 詐欺によるか錯誤によるかにかかわらず、財務書類の重大な虚偽表示のリスクを特定および査定し、

そうしたリスクに対応する監査手続きを立案および実行し、ならびに我々の意見の基礎を提供する

充分かつ適切な監査の証拠を入手する。詐欺には、通謀、偽造、意図的不作為、虚偽の表明、また

は内部統制の無視を含むため、詐欺から生じた重大な虚偽表示を検出しないリスクは、錯誤により

生じた虚偽表示を検出しないリスクより大きい。 

 

・ ファンドの内部統制の有効性に関し意見を表明することを目的とするのではなく、状況に応じた適

切な監査手続きを立案するために、監査に関連する内部統制の知見を入手する。 
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・ 管理会社の取締役会が使用した会計方針の適切性を評価し、および行った会計上の見積りの合理性

および関連する開示の合理性を評価する。 

 

・ 管理会社の取締役会が継続企業の会計基準を使用することの適切性、および、入手した監査上の証

拠に基づき、ファンドの継続企業として存続する能力に重大な疑義を投げかける事象または状況に

関連する重大な不確実性が存在するか否か、につき結論を出す。重大な不確実性が存在すると我々

が結論を出した場合、我々は監査報告書において、財務書類における関連した開示につき注意を喚

起すること、また当該開示が不適切な場合、我々の意見を修正することを義務付けられている。

我々の結論は我々の監査報告書の日付までに入手した監査上の証拠に基づいている。しかしながら、

将来の事象または状況により、ファンドの継続企業としての存続を終わらせることがある。 

 

・ 開示を含む財務書類の全体的な表示、構成および内容、ならびに財務書類が公正な表示の目的を達

する方法において原取引および事象を表示しているか否かを評価する。 

 

我々は、特に、計画した監査の範囲および実施時期、ならびに我々の監査の間に我々が特定した内部

統制の重大な不備を含む重大な監査上の所見に関し、管理責任者に伝達する。 

 

 

 

プライスウォーターハウスクーパース・ソシエテ・

コーペラティブ 

2022年９月29日、ルクセンブルグ 

代表者  

 

 

フレデリック・ボットマン 
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① 貸借対照表 

マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

純資産計算書 

2022年３月31日現在 

（単位：米ドル） 

 

資産 注 米ドル  千円 

     

投資有価証券（取得原価） (2) 34,875,556.32  4,694,598.64 

未実現評価（損）／益 (12) 5,443,732.82  732,780.87 

投資有価証券（時価） (2) 40,319,289.14  5,427,379.51 

     

現金預金  1,348,768.03  181,557.66 

ブローカー預託金 (2, 10) 2,990,532.12  402,555.53 

引受受益証券未収金  51,162.26  6,886.95 

     

資産合計  44,709,751.55  6,018,379.66 

     

負債     

     

未払費用 (3) (688,456.30) (92,673.10)

買戻受益証券支払債務  (119,378.60) (16,069.55)

     

負債合計  (807,834.90) (108,742.66)

     

純資産合計  43,901,916.65  5,909,637.00 

     

発行済受益証券  131,304 口  

     

一口当り純資産価格  334.3532  45,007円 

 

 添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 
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マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

純資産変動計算書 

（単位：米ドル） 

 

 注 2022年３月31日に終了した年度  2021年３月31日に終了した年度 

  米ドル  千円  米ドル  千円 

         

期首現在純資産  38,204,024.70  5,142,643.76  43,264,212.62  5,823,795.66 

         

投資純（損）／益  (2,494,664.48) (335,806.79)  (1,669,885.29)  (224,783.26)

         

投資有価証券に係る実現純
（損）／益 

(2,12) 4,339,655.11  584,160.97  2,791,936.50  375,822.57 

為替換算および外国為替先渡契
約に係る実現純（損）／益 

(2,12) 3,694.13  497.27  (1,961.42)  (264.03)

        

         

未実現評価（損）／益の変動
（純額） 

        

         

－ 投資有価証券 (12) 1,628,578.82  219,222.99  700,941.24  94,353.70 

  41,681,288.28  5,610,718.22  45,085,243.65  6,068,924.65 

         

受益証券発行  5,352,878.43  720,550.97  659,272.76  88,744.71 

受益証券買戻  (3,132,250.06) (421,632.18)  (7,540,491.71)  (1,015,025.59)

  2,220,628.37  298,918.78  (6,881,218.95)  (926,280.88)

         

期末現在純資産  43,901,916.65  5,909,637.00  38,204,024.70  5,142,643.76 

 

 添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 

 



－  － 

 

 

21

② 損益計算書 

マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

損益計算書 

2022年３月31日に終了した年度 

（単位：米ドル） 

 

収益 注 米ドル  千円 

     

現金預金およびブローカー預託金への利息 (2) 7,915.61  1,065.52 

その他の  217.34  29.26 

     

収益合計  8,132.95  1,094.78 

     

費用     

     

管理事務代行報酬および保管報酬 (8) (131,283.39) (17,672.06)

代行協会員報酬 (9) (98,600.50) (13,272.61)

ブローカー手数料 (5) (235,677.48) (31,724.55)

支払当座貸越利息 (2) (737.82) (99.32)

投資運用、投資顧問および成功報酬 (4) (1,847,130.84) (248,642.28)

管理会社報酬 (7) (59,164.78) (7,964.17)

その他手数料  (72,252.98) (9,725.97)

専門家報酬  (38,671.90) (5,205.62)

「年次税」 (6) (19,277.74) (2,594.98)
     

費用合計  (2,502,797.43) (336,901.56)

     

投資純（損）／益  (2,494,664.48) (335,806.79)

   

投資有価証券に係る実現純（損）／益 (2,12) 4,339,655.11  584,160.97 

外国為替および外国為替先渡契約に係る実現
純（損）／益 

(2,12) 3,694.13  497.27 

     

当期実現純（損）／益  4,343,349.24  584,658.24 

    

未実現評価（損）／益の変動（純額）：     

－投資有価証券 (12) 1,628,578.82  219,222.99 

  1,628,578.82  219,222.99 

     

運用の結果としての純資産の純増加  3,477,263.58  468,074.45 

 

 添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 

 



－  － 
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③ 投資有価証券明細表等 

マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

投資有価証券およびその他の純資産明細表 

2022年３月31日現在 

（単位：米ドル） 

 

 通貨  額面／保有高  
原価 

（注２） 
 

時価 
（注２） 

 
純資産比率 
（％） 

          

Ｉ．公認証券取引所に許可されたまた
は別の規制市場で取引されている
譲渡可能有価証券 

         

          

債券          

米国          

2022年６月16日満期ゼロ・クーポン 
米国財務省証券 

米ドル  3,000,000  3,497,926.01  3,496,895.50  7.97 

2022年６月23日満期ゼロ・クーポン 
米国財務省証券 

米ドル  3,500,000  3,496,587.69  3,496,146.50  7.96 

2022年７月14日満期ゼロ・クーポン 
米国財務省証券 

米ドル  4,000,000  3,993,038.65  3,992,980.00  9.10 

2022年８月25日満期ゼロ・クーポン 
米国財務省証券 

米ドル  4,000,000  3,987,300.84  3,985,604.00  9.08 

2022年９月15日満期ゼロ・クーポン 
米国財務省証券 

米ドル  4,000,000  3,983,113.48  3,982,836.00  9.07 

合計 Ｉ．     18,957,966.67  18,954,462.00  43.18 

          

Ⅱ．その他譲渡可能有価証券          

          

投資ファンド／信託          

バミューダ          

ＡＨＬ・エボリュション・リミテッド 米ドル  672.24  5,810,873.01  7,481,525.50  17.04 

ＡＨＬ・インスティチュショナル・ 
シリーズ３リミテッド 

米ドル  75,055.83  10,106,716.64  13,883,301.64  31.62 

合計 Ⅱ．     15,917,589.65  21,364,827.14  48.66 

          

有価証券投資合計     34,875,556.32  40,319,289.14  91.84 

要求払預金       1,348,768.03  3.07 

ブローカーへの預託金       2,990,532.12  6.81 

その他の資産／（負債）（純額）       (756,672.64) (1.72)

純資産合計       43,901,916.65  100.00 

添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 

 



－  － 
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マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

投資有価証券の地域別内訳（未監査） 

2022年３月31日現在 

 

    純資産比率（％） 

     

米国    43.18 

バミューダ    48.66 

    91.84 

 

 添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 

 



－  － 
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マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

受益証券口数の変動および統計的情報（未監査） 

 

受益証券口数の変動     

  2022年３月31日に終了した年度  2021年３月31日に終了した年度 

期首現在発行済受益証券口数   124,468    147,459  

         

発行受益証券口数   16,597    2,271  

買戻受益証券口数   (9,761)    (25,262)  

         

期末現在発行済受益証券口数   131,304    124,468  

 

 

統計的情報     

  2022年３月31日に終了した年度  2021年３月31日に終了した年度 

一口当り純資産価格 
（単位：米ドル） 

        

最高   
341.0817 

(2022年３月28日) 
   

313.3565 
(2021年２月22日) 

 

         

最低   
295.7997 

(2022年１月24日) 
   

269.5826 
(2020年11月９日) 

 

         

期末現在   
334.3532 

(2022年３月31日) 
   

306.9385 
(2021年３月31日) 

 

         

純資産合計   
43,901,916.65 

(2022年３月31日) 
   

38,204,024.70 
(2021年３月31日) 

 

 

添付の注記は当財務書類と不可分の一体をなす。 

 

 



－  － 
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マン・ＡＨＬ・マイルストーン 

財務書類に対する注記 

2022年３月31日現在 

 

注１．一般的事項 

 マン・ＡＨＬ・マイルストーン（以下「ファンド」という。）は、ルクセンブルグ大公国の法律に

基づき、存続期限無期限のオープン・エンド型の契約型投資信託として、ルクセンブルグにおいて

2000年３月１日に設定された。ファンドは、投資信託に関するルクセンブルグの2010年12月17日法

（随時改正済）（以下「2010年法」という。）パートⅡの規定に服している。その受益証券の販売は、

欧州連合またはそのいずれの国の公衆に対しても行われない。 

 ファンドの投資目的は、投資運用会社により選任された複数の独立のファンド・マネジャーにより

引受けられる他の先物戦略が、中核となるマンＡＨＬ分散投資プログラムを補完することによって、

または投資運用会社により運用される投資ファンドに投資することによって、（受益証券の価値に反

映され、かつ分配金の支払いを通じて）大幅な中期的成長を達成することである。市場および戦略の

分散投資に重点を置くことにより、ポートフォリオは力強い元本の中期的成長を提供することを追求

する。 

 管理会社である「MUFGルクスマネジメントカンパニーS.A.」は、2010年法チャプター15に従い設立

され認可されたUCITS管理会社として行為し、またオルタナティブ・インベストメント・ファンド・

マネージャーに関する2013年７月２日付法律（随時改正済）チャプター２第５条に基づいてオルタナ

ティブ・インベストメント・ファンド・マネージャーとして行為することをルクセンブルグ金融監督

委員会（CSSF）により認可されている。それらの運用されている投資ファンドはヘッジ・ファンド、

ファンド・オブ・ファンズ、株式ファンドおよび債券ファンドなどを含む異なった投資戦略を持つル

クセンブルクの合法的ファンド・ストラクチャー（UCITSおよびAIFｓ）をカバーしている。 

 

注２．重要な会計方針の要約 

財務書類の表示 

 当財務書類は、財務書類の作成に関するルクセンブルグの法令上の要件に従って作成されている。 

 

ａ）投資有価証券の評価 

 ファンドの資産は、以下の通り評価される。 

－ 取引所相場価格が容易に入手可能な有価証券は、当該証券取引所または市場における入手可能

な直近の時価で評価される。有価証券が複数の証券取引所に上場されている場合は、かかる証券

の主要な市場を構成する証券取引所における入手可能な直近の価格が用いられる。 

－ 証券取引所または規制ある市場に上場されておらず、また取引もされていない有価証券は、入

手可能な直近の時価で評価される。 

－ 他の信託または投資信託の受益証券は、当該信託または投資信託の管理会社が算出した受益証

券一口当り純資産価格で入手可能な最も直近のものに基づき評価される。 

－ 価格が公正な時価を表していない有価証券は、管理会社の取締役により承認されたとおり、そ

の合理的な売却価格に基づき、継続して適用される手続に従って慎重かつ誠実に評価される。 

－ 短期金融商品の評価は、純取得原価に基づき、徐々にその償還価格に調整される。 

 

ｂ）投資有価証券売却に係る実現純利益／（損失） 

 投資有価証券売却に係る実現純利益／（損失）は売却された有価証券の平均取得原価を基準にし

て算出される。 



－  － 
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 有価証券売買取引は、その取引日に計上される。 

 

ｃ）外国為替先渡契約の評価 

 外国為替先渡契約は、契約の残存期間に適用される先渡外国為替レートを参照して決済日に評価

される。未決済外国為替先渡契約の未実現評価益（純額）または評価損（純額）は、契約レートと

契約終了のためのレートとの間の差異として算出される。こうした契約の実現損益および未実現評

価損益の変動は、損益計算書および純資産変動計算書に開示される。 

 

ｄ）為替換算 

 財務書類は米ドルで表示される。外貨建の資産および負債は、貸借対照表日現在有効な為替レー

トで米ドルに換算される。外貨建の収益、費用および実現（損）／益は取引日現在有効な為替レー

トで米ドルに換算される。外国為替取引に係る利益および損失は、損益計算書および純資産変動計

算書において認識される。投資有価証券およびデリバティブ金融商品に係る実現および未実現の損

益は、外貨変動により生ずる損益を含む。 

 

ｅ）収益の認識 

 投資収益は発生主義で認識される。受取利息は取得時に計上される。 

 

ｆ）投資有価証券の原価 

 会計通貨以外の通貨により表示される投資有価証券の原価は、取引日現在の為替レートにより会

計通貨に換算される。 

 

ｇ）分配金 

 管理会社は、当該会計年度の流動準備金を構成するもの以外のファンド純資産（前会計年度から

の繰越損失（もしあれば）を控除した後）の純トレーディング利益の50％を上限とする金額に相当

する額の分配を毎年行う意向である。ただし、受益証券一口当たりの年間分配額の上限は、分配金

の支払が管理会社により決定された日に先立つ３月、６月、９月および12月末における３か月物米

ドルＬＩＢＯＲの平均に１％を加えた金利を100米ドルに乗じた額に相当する金額とする。 

 分配の結果、ファンドの合計純資産価額が1,250,000ユーロまたはそれに相当する米ドル金額を

下回ることとなる場合は、分配が行われることはない。 

 支払期日から５年以内に受取られなかった分配金は失効し、ファンドに戻される。 

 2022年３月31日に終了した会計年度中、分配金の支払いはなかった。 

 



－  － 
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注３．未払費用 

 費用  注  米ドル 

      

 管理事務代行報酬および保管報酬  （８）  33,729.11 

 代行協会員報酬  （９）  50,652.73 

 投資運用、投資顧問および成功報酬  （４）  518,700.14 

 管理会社報酬  （７）  15,331.43 

 専門家報酬    64,932.42 

 「年次税」  （６）  5,110.47 

 合計    688,456.30 

 

注４．投資運用、投資顧問および成功報酬 

 投資運用契約（修正および再表示済）およびトレーディング・アドバイザー契約に従って、投資運

用会社および運用助言者は、以下のように想定評価額によって異なる割合で毎週計算された投資運用

報酬のファンドの資産からの支払いを受けることができる。 

・最初の258,115口分までは、それぞれに配分された資産の想定評価額に対し年率３％の１／52の割

合 

・258,115口を上回る分には、それぞれに配分された資産の想定評価額に対し年率２％の１／52の割

合 

・さらに、投資運用会社および運用助言者は、それぞれのトレーディング・アカウントの新規の純値

上り益の20％相当額の成功報酬を受領する権利を有する。目論見書記載の新規の純値上り益とは、

運用戦略から発生し受益者へ配分された額の増加分である。 

・マン・グループのメンバーに帰属する報酬に相当し、投資対象である原ファンドに連動するリベー

トは、投資運用報酬から直接的に控除される。 

 2022年３月31日に終了した年度中、878,564.01米ドルの成功報酬が発生し、526,750.36米ドルは当

該年度中に支払われ、351,813.65米ドルは会計年度終了後に支払われた。 

 

注５．ブローカー手数料 

 管理会社はファンドを代理して「紹介ブローカー契約」（「契約」）をマン・インベストメンツ・

アーゲー（「紹介ブローカー」）と締結した。契約に基づき、紹介ブローカーは管理会社に対し、週

次取引要約報告書の形式で評価のために必要な情報を提供する。 

 契約に基づき、紹介ブローカーはそのトレーディング・アカウントに割当てられた資産の想定価額

の年率0.7％に相当するブローカー手数料を受領する権利を有する。 

 

注６．「年次税」 

ファンドは、ルクセンブルグにおいて投資信託として登録されており、その結果、ルクセンブルグ

においては、その収益、利益または利得についての課税の対象とはされていない。ただし、現行法規

に基づき、ファンドは、純資産総額の0.05％の年率で、該当する四半期末現在のファンドの純資産価

額をもとに四半期毎に計算され支払われるサブスクリプション・タックス（「年次税」）を課せられ

ている。 

 



－  － 

 

 

28

注７．管理会社報酬 

 管理会社は、ファンドの各週の平均純資産価額の年率0.15％で、毎週計算され、四半期毎に支払わ

れる管理会社報酬をファンドの資産から受領する権利を有する。年間最低管理報酬は40,000米ドルが

適用される。 

 

注８．管理事務代行報酬および保管報酬 

 ファンドの保管受託銀行は、各四半期末現在の純資産総額の年率0.33％の割合で、四半期毎に支払

われる保管報酬および管理事務代行報酬をファンドの資産から受領する権利を有している。保管報酬

および管理事務代行報酬の年間最低報酬は61,000米ドルが適用される。 

 

注９．代行協会員報酬 

 日本における代行協会員は、ファンドの各週の平均純資産総額の年率0.25％の割合で、毎週計算さ

れ四半期毎に支払われる報酬をファンドの資産から受領する権利を有する。 

 

注10．ブローカー預託金 

 かかる預託金は、証拠金の要求を満たすためにブローカーにより保有される。ブローカーは、契約

に従って企図された取引に関連し、ファンドに代って、資産および現金を保有する。 

 

注11．ポートフォリオの変動計算書 

 2022年３月31日に終了した年度の詳細なポートフォリオ変動明細表は、ファンドの管理会社の登記

上の事務所において請求により無料で入手することができる。 

 

注12．投資有価証券およびデリバティブ金融商品の実現（損）／益および未実現評価（損）／益の変動 

 2022年３月31日終了の会計年度における投資有価証券の実現（損）／益は以下のとおり分析される。 

   米ドル 

 投資有価証券の実現利益  4,339,655.11 

 投資有価証券の実現（損失）  － 

 投資有価証券の実現（損）／益（純額）  4,339,655.11 

 

 2022年３月31日終了の会計年度における投資有価証券に係る未実現評価（損）／益の変動は以下の

とおり分析される。 

  

2021年３月31日現在 
未実現評価 
（損）／益 
（米ドル） 

2022年３月31日現在 
未実現評価 
（損）／益 
（米ドル） 

2022年３月31日 
終了年度における 

未実現評価 
（損）／益の変動 

（米ドル） 

     

 未実現評価益 3,815,154.00 5,447,237.49 1,632,083.49 

 未実現（評価損） － (3,504.67) (3,504.67) 

 純額 3,815,154.00 5,443,732.82 1,628,578.82 



－  － 
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 2022年３月31日終了の会計年度における外国為替および外国為替先渡契約に係る実現（損）／益は

以下のとおり分析される。 

   米ドル 

 外国為替および外国為替先渡契約に係る実現利益  4,051.35 

 外国為替および外国為替先渡契約に係る実現（損失）  (357.22) 

 外国為替および外国為替先渡契約に係る実現（損）／益（純額）  3,694.13 

 

 

注13．当期中の重大な出来事 

 管理会社は、ウクライナにおける危機を注視している。管理会社は、財務書類の承認日までに発生

したすべての重要な事象を評価し、財務書類において認識または追加の開示を必要とする事象は発生

していないと判断している。管理会社は、ウクライナの危機に関連する動向を引き続き監視し、適切

に対応していく。現在の地政学的事象に関連する市場の混乱は世界中に影響を及ぼしており、その影

響については不確実性が存在する。こうした混乱は、ファンドの資産、ひいてはファンドの運用成績

に悪影響を及ぼす可能性がある。管理会社は、この動向を引き続き監視し、ファンドへの影響を評価

している。 
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